
東海縄文研究会・第３回例会
後晩期の地域社会
日　時　　2012年７月21日（土）　13：00～17：30　　受付開始12：30
会　場　　名古屋大学文学研究科127講義室（名古屋市千種区不老町）
主　催　　東海縄文研究会（代表　大塚達朗）　
目　的　　東海縄文研究会は、研究会を愛知、静岡、三重、岐阜と巡回して開催してきた。この研究会は土器などの考古資料を実際に見ながら、諸問題について論議することを主旨としている。
2010年度から行っている例会では、例会趣旨である“後晩期における東海地方の社会”をふまえ、これに関連する研究発表を様々な方に行っていただいている。
今回のテーマは「後晩期の貝塚遺跡からみた生業と社会」である。列島でも有数の貝塚地帯である東海地方の資料を中心に、貝塚からの生業復元だけではなく、地域社会の実情にも迫るものである。
参加費　　500円（資料代）
内　容
  開会　13：00
　　13：00　「開催挨拶・趣旨説明」　大塚達朗（東海縄文研究会代表）
  発表（13：10～15：20）　座長：長田友也（南山大学）

13:10～15:10　「加工場型貝塚からみた東海地方の後晩期社会」
岩瀬彰利（豊橋市中央図書館）

コメント[樋泉岳二（早稲田大学）]・質疑応答
15:10～15:20　　　休憩
15:20～17:20　「東海地方における縄文時代後晩期の生業研究の方向性」
山崎 健（独立行政法人国立文化財機構　奈良文化財研究所）
コメント[植月 学（山梨県立博物館）]・質疑応答
　情報交換（17：20～17：30）
　  17：20　　次回告知・縄文関係情報交換会
　閉会　17：30　終了     ※　終了後は懇親会を開催したいと考えています。
その他
・会場へは公共交通機関でご来場ください。車でのご来場はご遠慮下さい。
・学内は禁煙です。喫煙される方は屋外の指定場所でお願いします。
・講義室で飲食はできますが、飲食物のゴミは各自で処理・廃棄し、講義室に一切残さないようにしてください。ご協力をお願いします。
・事前申し込みの必要はありません。
 《お問い合わせ》

例会に関する問い合わせはメールにて事務局統括：岩瀬彰利（ams658@yahoo.co.jp）までお願いします。

